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地域虚弱高齢者の1年間の自立度変化とその関連因子
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目的　地域虚弱高齢者の1年後の自立度変化に関連している身体・心理社会的特性，生活行動状

況をJランク・Aランクの自立度ごとに明らかにする．

方法　調査対象は，石川県輪島市の65歳以上の地域虚弱高齢者であるJランク高齢者61人とA

ランク高齢者90人とその主介護者である。1998年と1999年に保健婦らによる訪問面接を行っ

た。

　初回調査時には，身体・心理社会的特性の他に生活行動状況として初回調査日から過去1

週間の生活行動11項目，外出行動10項目を把握し，活動性が低い者と屋外活動者の割合を算

出した。初回・追跡調査で厚生省の自立度判定基準にて看護職が自立度を判定した。

成績　1.　自立度ごとにみた転帰と自立度の変化

　Jランク高齢者では死亡者が3.3％，在宅で生活を送っていた者が83.6％であり，Aランク

高齢者では死亡者が11.1％，在宅で生活を送っていた者が80.6％であった。Jランク高齢者

のうち31.4％がA・Bランクに低下，68.6％が自立度を維持していた。Aランク高齢者のう

ち19.4％がJランクに改善し，65.3％が維持，15.3％がB・Cランクに低下していた。

　2.　Jランク高齢者の自立度変化の関連因子

　Jランク高齢者ではADLが低いこと，介護者の声かけが少ないことが自立度の低下が有

意に関連していた。庭の手入れなどで外に出る，寺詣り・墓参りに行く，炊事・洗濯・部屋

の掃除をする，簡単な買い物をする，庭や家のまわりの手入れをすることが自立度の維持に

関連がみられ，低下群に生活行動の活動性が低い者の割合が高かった。

　3.　Aランク高齢者の自立度変化の関連因子

　Aランク高齢者ではADLが低いほど自立度が低下しやすかった。知人や友人の家に訪ね

る，庭や家のまわりの手入れをする，身のまわりのことをすることが自立度の改善と関連し

ており，生活行動の活動性が低いほど自立度が低下しやすかった。

結論　以上より，虚弱高齢者は，自立度の変動が大きい対象であることが確認できた。Aランク

・Jランクともに虚弱高齢者のADLが低いほど，自立度が低下しやすかった。Jランク高齢

者には家事行動や外出行動，Aランク高齢者には身近な行動を行うように促しながら，虚弱

高齢者の生活行動全般を活発化させる支援の重要性が示された。

Key words : 虚弱高齢者，自立度，生活行動，地域調査


















	47_06_0508.pdf
	page1




